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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第３四半期連結
累計期間

第54期
第３四半期連結

累計期間
第53期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 7,414,774 7,088,689 9,825,692

経常利益 （千円） 832,297 656,257 1,115,403

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 640,341 421,957 797,012

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 746,407 378,771 969,143

純資産額 （千円） 10,237,502 10,546,332 10,459,881

総資産額 （千円） 14,478,457 13,549,189 14,400,775

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 44.04 29.02 54.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 70.7 77.8 72.6

 

回次
第53期

第３四半期連結
会計期間

第54期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 17.96 4.81

（注）１.　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につい

　　　　　 ては記載しておりません。

　　　２． 売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３． 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載して

          おりません。

　　　４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

　　　　　計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社２社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、企業業績の改善や雇用・所得環境の改善に伴う個人消費の回復が見

られたものの、企業の設備投資は横ばいで推移し、個人消費も足踏み傾向になり、景気動向は踊り場局面に入りま

した。

　一方、米国経済は雇用情勢の改善を背景に個人消費が堅調に推移し、緩やかな景気拡大基調が続き、欧州におい

ても一部を除き、緩やかな回復傾向が続きましたが、中国経済の減速が一段と鮮明になり、原油をはじめ資源価格

が下落するなど、先行きの見通しは不透明な状況が続きました。

　このような状況の中で、当社は受注確保に向けて積極的な営業活動を展開しましたが、設備投資需要の低迷等に

より、工業機器市場・医療機器市場・車載機器市場等で計画を下回る受注となりました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は70億88百万円（前年同四半期比4.4％減）、利益面

につきましては営業利益６億13百万円（同22.2％減）、経常利益６億56百万円（同21.2％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は４億21百万円（同34.1％減）となりました。

　なお、当社グループは、単一セグメントに属するコネクタ、ラック、ソケット等の製造・販売を行っているた

め、セグメント別の記載を省略しております。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億48百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 63,000,000

計 63,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 15,486,000 15,486,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 15,486,000 15,486,000 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成27年10月１日～

　平成27年12月31日
－ 15,486 － 1,617,000 － 1,440,058

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    949,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,455,000 14,455 －

単元未満株式 普通株式     82,000 － 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数            15,486,000 － －

総株主の議決権 － 14,455 －

（注）１「完全議決権株式（その他）」の「株式数」及び「議決権の数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が

2,000株、議決権の数が２個含まれております。

　２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式811株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の
氏名又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）      

ケル株式会社
東京都多摩市永山

６－17－７
949,000 － 949,000 6.13

計 － 949,000 － 949,000 6.13

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,187,539 2,709,328

受取手形及び売掛金 3,000,020 ※ 2,707,469

電子記録債権 380,734 ※ 574,749

商品及び製品 584,035 484,818

仕掛品 30,208 28,662

原材料及び貯蔵品 515,067 517,840

その他 440,409 452,590

貸倒引当金 △3,367 △3,274

流動資産合計 8,134,649 7,472,184

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,023,889 1,916,990

機械装置及び運搬具（純額） 1,319,125 1,233,985

工具、器具及び備品（純額） 206,457 186,956

土地 1,171,754 1,171,754

建設仮勘定 － 5,380

有形固定資産合計 4,721,226 4,515,066

無形固定資産 68,823 63,570

投資その他の資産   

投資有価証券 740,490 695,103

その他 735,585 803,264

投資その他の資産合計 1,476,075 1,498,368

固定資産合計 6,266,126 6,077,004

資産合計 14,400,775 13,549,189

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,564,228 1,192,422

短期借入金 150,000 150,000

1年内返済予定の長期借入金 164,000 152,000

1年内償還予定の社債 240,000 200,000

未払法人税等 357,196 49,663

賞与引当金 200,466 142,973

役員賞与引当金 40,000 31,000

その他 436,477 397,416

流動負債合計 3,152,369 2,315,475

固定負債   

長期借入金 388,000 277,000

退職給付に係る負債 353,298 362,126

その他 47,225 48,254

固定負債合計 788,524 687,381

負債合計 3,940,893 3,002,856
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,617,000 1,617,000

資本剰余金 1,440,058 1,440,058

利益剰余金 7,365,238 7,496,444

自己株式 △244,389 △245,957

株主資本合計 10,177,907 10,307,544

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 242,904 211,648

為替換算調整勘定 65,243 51,139

退職給付に係る調整累計額 △26,172 △23,999

その他の包括利益累計額合計 281,974 238,787

純資産合計 10,459,881 10,546,332

負債純資産合計 14,400,775 13,549,189
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 7,414,774 7,088,689

売上原価 5,379,817 5,215,428

売上総利益 2,034,956 1,873,261

販売費及び一般管理費 1,245,938 1,259,721

営業利益 789,018 613,539

営業外収益   

受取利息 1,062 1,343

受取配当金 15,607 17,692

為替差益 6,869 19,194

保険返戻金 19,909 －

その他 9,363 15,205

営業外収益合計 52,812 53,435

営業外費用   

支払利息 9,090 6,953

その他 443 3,765

営業外費用合計 9,533 10,718

経常利益 832,297 656,257

特別利益   

ゴルフ会員権売却益 1,300 －

助成金収入 171,813 －

特別利益合計 173,113 －

特別損失   

固定資産除却損 5,387 314

特別損失合計 5,387 314

税金等調整前四半期純利益 1,000,023 655,943

法人税、住民税及び事業税 349,643 169,699

法人税等調整額 10,038 64,286

法人税等合計 359,681 233,985

四半期純利益 640,341 421,957

親会社株主に帰属する四半期純利益 640,341 421,957
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 640,341 421,957

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 82,671 △31,255

為替換算調整勘定 20,898 △14,103

退職給付に係る調整額 2,496 2,172

その他の包括利益合計 106,066 △43,186

四半期包括利益 746,407 378,771

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 746,407 378,771

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形等

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でし

たが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形等の金額は、

次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
 （平成27年12月31日）

受取手形 － 9,574千円

電子記録債権 － 38,900

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 550,030千円 538,744千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月９日

取締役会
普通株式 116,323 8 平成26年３月31日 平成26年６月10日 利益剰余金

平成26年11月10日

取締役会
普通株式 58,158 4 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月12日

取締役会
普通株式 188,998 13 平成27年３月31日 平成27年６月８日 利益剰余金

平成27年11月９日

取締役会
普通株式 101,753 7 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

ケル株式会社(E01992)

四半期報告書

11/14



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　当社グループは、単一セグメントに属するコネクタ、ラック、ソケット等の製造・販売を行っているため、記

載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

 １株当たり四半期純利益 44円04銭 29円02銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 640,341 421,957

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
640,341 421,957

普通株式の期中平均株式数（株） 14,539,944 14,536,672

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成27年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　101,753千円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７円

　③支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　 平成27年12月７日

　　（注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成28年２月８日

ケル株式会社   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 青柳　淳一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　治郎　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているケル株式会社の

平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ケル株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　   ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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